
生涯学習「西柴」散策報告 

太平記の新田神社と池上本門寺 

 

生涯学習「西柴」は、令和 8 年 3 月 3 日（火）に散策を開催しました。 

当日は真冬に戻ったかのような寒さと雨の荒天で開催が危ぶまれましたが１１名の方々が参

加され、散策は決行されました。 

今回は、太平記ゆかりの新田義貞の次男義興が祀られている新田神社、日蓮聖人の終焉の地

池上本門寺を大貫昭彦先生と訪れました。 

コースは、金沢文庫駅～横浜駅～JR 横浜駅～JR 蒲田駅～東急多摩川線蒲田駅～武蔵新田駅

～徒歩（５分程度）～新田神社～武蔵新田駅～東急多摩川線蒲田駅～（昼食）～東急池上蒲田

駅～池上駅～（徒歩１０分程度）～池上本門寺～池上駅～蒲田駅（解散）でした。 

 

〇新田神社 

新田神社は東急多摩川線で蒲田から 2 つめの武蔵新田駅下車し商店街を抜けると突如現れ

ます。大貫先生から新田義興、樹齢 700 年といわれるケヤキの古木等の説明を聞きながら参

拝いたしました。 

  

 

〇池上本門寺 

新田神社から蒲田へ戻り昼食を済ませ、今度は東急池上線で 2 つめの池上駅で下車し、10 分

ほど歩いて池上本門寺に到着しました。五重塔、本堂、宝塔などを拝観し、日蓮聖人の臨終の

間を保存する本行寺へ参りました。 

そこで本日の散策は終了となりました。 



     

 

雨と寒さの中参加していただいた方ありがとうございました。 

結局、雨はずっと降っておりました。そのため、予定していた訪問地を割愛しました。 

それでも、楽しく和気あいあいとした散策となり、参加者の方に楽しんでいただけたかと思っ

ております。 

次の散策でお会いしましょう。 


